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・人　口　男　2,891人（－12）�
　　　　　女　3,199人（－　４　）�
　　　　　計　6,090人（－16）�
・世帯数　　　1,757戸（＋19）�
　(　）内は前年同月との比較�

人口などの動き�
　（９月１日現在）�

だ　よ　り�
（8／21～9／20)

慶　弔�
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■環境改善センター………�

■歴史民俗資料館……………�

■町民体育館………………�

■町民武道館………………�

■町営野球場………………�

■ふれあいスポーツ館………�

■定住促進センター……�

■日本国花苑施設…………�

■老人福祉センター……�

■ごみ処理量…………………�

■し尿処理量………………�

�

627人（6,347人)�

24人（ 159人)�

1,922人（ 人)�

584人（4,073人)�

554人（3,069人)�

0人（ 536人)�

1,711（ 人)�

2,226人（ 人)�

1,628人（8,232人)�

107ｔ（ 439ｔ)�

95s（ 521s)

施設の利用状況（８月）�
(　)内は累計�

■お誕生おめでとう�

伊藤信太朗（智範、泰子・長男）今　戸�

与良　津志（匡志、多恵子・二男）小今戸�

�橋　彩音（幸司、　恵　・二女）新　間�

三浦　拓海（嘉文、しのぶ・二男）小竹花�

高橋　　和（公平、玲子・二女）羽　立�

伊藤　愛実（卓也、江利子・二女）中下村�

■ご結婚おめでとう（転入）�

　鎌田　文明　今　戸�
�佐藤　美佳　秋田市　今　戸（今　戸)�

■お悔やみ申し上げます。�

藤　田　�太郎（81歳･�　一）田　中�

小　林　ト　ヨ（90歳･昌　一）保野子�

シン　タ　ロウ　�

シン　シ　�

アヤ　ネ　�

タク　ミ　�

ノドカ�

ア　ミ　�

■地域福祉基金へ�

・宇治木町内の渡部尚文さんより亡母

智恵さんの香典返しとして５万円。�

・新間町内の高橋庄作さんより亡妻�

　ミエさんの香典返しとして３万円。�

“ありがとうございました”�

善　意�

　（新本籍）　（新住所）�
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今
年
も
収
穫
の
秋
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
は

異
常
気
象
だ
か
ら
。
と
覚
悟
は
し
て
い
て
も
、

著
し
い
減
収
を
目
の
当
た
り
に
し
て
は
、
や
る

気
も
失
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
今
年
は
雨
続
き
で
し
た
。
町

の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
『
町
民
体
育
大
会
』。

昨
年
は
雨
で
中
止
、
今
年
は
延
期
の
措
置
を
と

っ
て
も
な
お
中
止
。
ほ
と
ほ
と
天
に
見
放
さ
れ

た
感
は
否
め
ま
せ
ん
。
や
ま
な
い
雨
は
な
い
と

ば
か
り
、
収
穫
時
の
お
天
気
を
期
待
し
た
も
の

の
、
晴
天
は
続
か
ず
田
圃
は
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
。

「
穫
り
入
れ
終
わ
れ
ば
、
天
気
続
ぐ
っ
た
や
」
そ

ん
な
声
を
後
目
に
、
こ
の
後
行
わ
れ
る
ア
ッ
プ

ル
マ
ラ
ソ
ン
や
産
業
文
化
祭
な
ど
、
雨
に
た
た

ら
れ
ま
せ
ん
よ
う
に
。
期
待
は
続
き
ま
す
。

い

広
報
い
か
わ
９
月
号
３
ペ
ー
ジ
の

任
意
合
併
協
議
会
発
足
の
記
事
の
中

で
、
森
田
千
技
子
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
左
記
の
と

お
り
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

あ
ま
り
裕
福
で
な
い
家
同
士
の
結

婚
。
半
ば
強
制
的
と
は
言
っ
て
も
、

自
己
責
任
を
伴
う
自
ら
の
意
志
決
定

に
よ
る
も
の
。
贅
沢
は
出
来
な
い
が
、

子
供
を
健
や
か
に
生
み
育
て
ら
れ
る

家
庭
環
境
の
整
備
に
は
手
を
抜
け
な

い
。
家
族
揃
っ
て
夢
や
希
望
の
持
て

る
新
生
活
を
営
み
た
い
と
こ
ろ
。

合
併
後
の
概
算
人
口
は
約
二
万
六

千
人
。
こ
れ
か
ら
私
達
は
、
こ
の
二

万
六
千
個
の
個
性
を
も
と
に
、
全
く

新
し
い
価
値
観
の
創
造
へ
と
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
。
皆
さ
ん
の
可
能
性
に
期

待
し
た
い
。編集雑記�

と
ん
ど
が
加
入
し
て
お
り
、
毎
年
６
月
と
12

月
に
は
順
番
制
で
当
番
の
家
の
お
座
敷
に
あ

が
っ
て
は
ご
ち
そ
う
に
舌
づ
つ
み
を
う
ち
、

昔
話
に
花
を
咲
か
せ
る
、
た
い
へ
ん
な
ご
や

か
な
親
睦
と
友
好
の
場
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。町

内
で
不
幸
ご
と
や
葬
式
が
あ
っ
た
時
に

は
、
親
戚
以
外
は
朝
早
く
か
ら
全
員
荼
毘
手

伝
い
に
行
き
協
力
し
あ
っ
て
お
り
ま
す
。

近
年
、
立
派
な
中
央
広
域
農
道
が
近
く
に

開
通
し
、
秋
田
市
に
は
車
で
30
分
弱
で
行
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
井
川
町
の

沢
の
奥
地
で
静
か
で
あ
っ
た
の
が
、
車
の
往

来
も
激
し
く
、
危
な
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、

交
通
量
だ
け
を
見
て
い
ま
す
と
、
活
気
が
出

て
き
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
か
ら
町
内
近
く
に
住
宅
が
建
ち
始

め
て
お
り
、
ゆ
く
ゆ
く
は
秋
田
市
の
ベ
ッ
ト

タ
ウ
ン
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
夢
を
見
、

期
待
を
し
て
い
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

仲
台
は
戸
数
28
戸
と
大
変
小
さ
い
町
内
で

す
が
、
逆
に
小
さ
い
が
た
め
に
誠
に
町
内
の

結
束
が
固
く
、
町
内
会
の
あ
ら
ゆ
る
行
事
が

あ
っ
た
時
は
、
仲
よ
く
一
致
協
力
し
合
っ

て
お
り
、
小
高
い
台
地
に
あ
る
町
内
で
す
。

例
え
ば
町
内
で
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
お
り

ま
す
６
月
第
１
日
曜
日
の
運
動
会
及
び
さ
な

ぶ
り
大
会
や
８
月
13
日
の
盆
踊
り
大
会
な
ど

は
、
み
ん
な
が
早
く
か
ら
楽
し
み
に
し
て
お

り
、
早
朝
か
ら
町
内
全
員
が
出
て
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
草
刈
り
や
準
備
に
精
を
出
し
ま
す
。
特

に
盆
踊
り
大
会
は
、
故
郷
に
帰
っ
た
帰
省
客

も
殆
ん
ど
参
加
し
、
準
備
し
た
景
品
が
足
り

な
く
な
る
ほ
ど
で
、
事
務
局
も
う
れ
し
い
悲

鳴
を
あ
げ
る
く
ら
い
の
盛
況
ぶ
り
で
す
。

ま
た
、
今
か
ら
50
年
以
上
も
前
か
ら
継
続

し
て
お
り
ま
す
「
山
の
神
講
」
は
町
内
の
ほ

全
町
体
育
大
会

競
技
は
二
の
次
、
町
内
の
親
睦
が
優
先
で
す

～町内だより�
〈7〉�

仲
　
台
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民
仲
良
く
、

台
地
に
位
置
す
る
町
内
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万
五
千
円
で
す
。
町
税
の
内
訳
は
（
次
ペ
ー
ジ

参
考
）
固
定
資
産
税
が
二
億
五
千
七
百
四
十
六

万
六
千
円
、
五
七
・
七
％
で
前
年
度
よ
り
一
％
、

構
成
比
を
の
ば
し
て
い
ま
す
が
、
総
額
で
二
百

六
十
四
万
九
千
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
民
の
方
々
一
人
あ
た
り
の
町
税
負
担
額
で
も
、

七
万
三
千
円
余
り
で
若
干
減
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
に
お
け
る
歳
出
額
は
三
十
三
億
五

千
二
百
六
十
八
万
二
千
円
で
、
執
行
率
は
九

四
・
四
％
で
し
た
。
歳
出
の
内
訳
で
は
公
債
費

の
占
め
る
割
合
が
最
も
多
く
二
０
・
五
％
、
額

で
六
億
八
千
六
百
八
十
八
万
円
、
町
民
一
人
あ

た
り
の
支
出
額
で
も
十
一
万
二
千
九
百
九
十
二

円
と
目
的
別
支
出
額
で
一
番
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
性
質
別
歳
出
で
は
道
路
や
施
設
な
ど

の
整
備
を
行
っ
た
普
通
建
設
事
業
費
は
、
五
億

九
千
四
百
四
十
一
万
一
千
円
、
十
七
・
七
％
で
、

前
年
度
に
比
べ
額
・
比
率
と
も
に
若
干
の
増
加

と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
町
議
会
議
員
や
各

委
員
会
の
報
酬
、
職
員
の
給
与
な
ど
の
人
件
費

は
全
体
で
二
０
・
八
％
、
六
億
九
千
六
百
三
十

二
万
五
千
円
で
、
構
成
比
は
前
年
度
に
比
べ
て

二
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
に
お
け
る
歳
入
は
町
税
な
ど
の
自

主
的
財
源
が
二
三
・
八
％
、
地
方
交
付
税
な
ど

依
存
的
財
源
が
七
六
・
二
％
と
大
き
な
ウ
エ
イ

ト
を
占
め
、
歳
出
は
人
件
費
や
公
債
費
な
ど
義

務
的
経
費
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
十
四
年
度
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳

入
三
十
四
億
七
千
九
百
二
十
九
万
八
千
円
、
歳

出
三
十
三
億
五
千
二
百
六
十
八
万
二
千
円
で
歳

入
歳
出
差
引
額
は
一
億
二
千
六
百
六
十
一
万
六

千
円
と
な
り
、
う
ち
平
成
十
五
年
度
へ
の
繰
越

明
許
費
繰
越
財
源
二
千
三
百
十
八
万
三
千
円
を

控
除
し
た
実
質
収
支
は
、
一
億
三
百
四
十
三
万

三
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
前
年
度
の
実

質
収
支
額
六
千
九
百
四
十
四
万
七
千
円
を
差
し

引
い
た
単
年
度
収
支
は
、
三
千
三
百
九
十
八
万

六
千
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

収
入
済
額
は
三
十
四
億
七
千
九
百
二
十
九
万

八
千
円
で
、
予
算
現
額
三
十
五
億
五
千
九
十
九

万
九
千
円
に
対
す
る
収
入
率
は
九
八
・
○
％
で

し
た
。
前
年
度
（
十
三
年
度
一
般
会
計
歳
入
三

十
一
億
八
千
十
五
万
九
千
円
）
と
比
べ
二
億
九

千
九
百
万
円
余
り
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
の
内
訳
は
、
上
記
の
グ
ラ
フ
で
も
わ
か

る
よ
う
に
、
地
方
交
付
税
が
全
体
の
四
五
・

五
％
を
占
め
十
五
億
八
千
四
百
二
十
七
万
一
千

円
で
、
前
年
度
よ
り
率
で
五
・
五
％
、
額
で
二

千
七
百
六
十
四
万
五
千
円
の
減
と
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
歳
入
に
占
め
る
地
方
交
付
税
の
依
存

度
は
や
は
り
高
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
次

に
歳
入
の
比
率
の
高
い
の
が
、
皆
さ
ん
か
ら
納

め
て
い
た
だ
く
町
税
、
四
億
四
千
六
百
四
十
三

決
算
収
支
の
状
況

―
単
年
度
収
支

三
千
三
百
万
円
余
り
の
黒
字

歳
　
入

―
前
年
度
比
三
億
円
弱
の
伸
び

歳
　
出

―
人
件
費
わ
ず
か
に
減
少

財
政
状
況

16.8％�

14.9％�

6.1％�

8.7％�

12.0％�

9.7％�

11.2％�

20.5％�

歳　出�
33億5,268万2千円�

�
437万円�
298万円�

1,155万円�
607万円�

�
6,029万円�

�
�

543万円�

�
1,080万円�
713万円�
152万円�
110万円�
105万円�
195万円�
150万円�

4,089万円�
776万円�

5,012万円�
3,196万円�
378万円�

1,586万円�

�
2億681万円�
1,965万円�
797万円�

1,983万円�
100万円�

総務費　5億6,483万円�

民生費　5億18万円�

衛生費　2億613万円�土木費　4億236万円�

農林水産費　2億9,114万円�

教育費　3億2,668万円�

その他　3億7,448万円�

公債費�
6億8,688万円�
町債などの返済金�

【主な事業】�
広報紙発行など広報広聴費�
公共施設バリアフリー化推進事業�
街灯設置事業�
コミュニティセンター整備事業�
交通安全対策(カーブミラー設置等)事業�
ふるさと広場(小今戸・新屋敷運動広場等)整備事業�
井川さくら駅広場整備事業�
地域イントラネット等整備事業�
彫刻整備事業�
有線放送移設工事�
情報通信システム開発�
住民基本台帳ネットワークシステム導入事業�

�
383万円�

4,103万円�
59万円�

217万円�
225万円�

3,465万円�
86万円�

5,227万円�
1,867万円�
232万円�
817万円�
302万円�

【主な事業】�
老人福祉センター整備事業�
老人福祉施設整備事業�
社会福祉協議会運営費�
町福祉活動専門員補助�
在宅介護支援センター運営�
生活管理指導員派遣事業�
老人保護費�
在宅重度身体障害者短期保護事業�
身体障害者保護費�
知的障害者ホームヘルプサービス事業�
老人福祉センター運営費�
経費老人ホーム運営費�
特別養護老人ホーム施設整備費�
園児送迎バス運行委託費�
児童手当支給�

�
390万円�

1,030万円�
400万円�
500万円�
369万円�
256万円�

1,287万円�
200万円�

2,229万円�
111万円�
941万円�

1,714万円�
932万円�
410万円�

1,742万円�

�
45万円�

126万円�
125万円�
785万円�

154万円�
1,799万円�
2,227万円�
816万円�
949万円�

【主な事業】�
道路新設改良事業�
除雪委託�
公営住宅整備事業�
宅地分譲事業�
河川整備事業�

【主な事業】�
へい獣処理施設整備事業�
健康づくり調査委託�
母子健康診査委託�
結核・各種検診委託�

健康・食生活診断ｼｽﾃﾑ作成業務委託�
湖東地区行政事務一部組合負担金�
八郎潟・井川衛生処理施設組合負担金�
ごみ収集業務委託�
可燃ごみ処理委託�

【主な事業】�
穀物貯蔵施設建設事業補助金�
農業生産総合対策事業�
航空防除補助�
農業総合指導センター補助�
井川用排水路整備事業�
分水地区溜め池整備事業�
土地改良施設維持管理事業�
水田農業対策補助金�
定住促進センター管理・改修�
ふるさと農道緊急整備事業�
圃場整備費負担金補助�
林道（五秋蛇喰線）整備事業�
国花苑芝生・樹木育成管理�

【主な事業】�
外国青年招致事業�
小学校施設整備費�
スクールバス運行委託�
中学校施設整備費�
社会教育施設（井内・大野地・中下村・小泉分館�
　　　　　　　建築等含む）整備費�
保健体育施設（赤沢山スキー場・町民球場�
　　　　　　　ナイター設備改修等）整備費�

8,827万円�
218万円�
210万円�
352万円�

1億3,808万円�
�

1億2,473万円�
894万円�
130万円�

1億4,242万円�

町税　4億4,644万円�

町債　5億9,320万円�

その他　2億7,382万円�

繰越金�
1億665万円�

国・県支出金�
3億5,138万円�

交付金等�
1億2,354万円�

地方交付税�
15億8,427万円�

45.5％�

12.8％�

17％�

7.9％�

3.1％�10.1％�

3.6％�

歳　入�
34億7,929万8千円�

平成14年度�

地方譲与税�
利子割交付金�
地方消費税交付金�
自動車取得税交付金�
地方特別交付金�
交通安全対策交付金�

4,663万9千円�
479万9千円�

4,812万1千円�
1,462万5千円�

835万円�
100万9千円�

分担金及び負担金�
使用料及び手数料�
財産収入�
寄付金�
繰越金�
諸収入�

1,773万3千円�
7,890万2千円�
2,473万3千円�
1,272万9千円�
8,071万3千円�
5,900万5千円�

議会費�
労働費�
　　　いこいの森整備事業�
商工費�
消防費�
　　　湖東地区行政一部事務組合負担金�
�
　　　消防団の運営費�
　　　消防施設整備事業�
災害復旧費�

平
成
十
四
年
度
の
決
算
が
九
月
定
例
町

議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
町
の
収
入
と

支
出
の
実
績
を
表
す
決
算
は
、
一
般
会
計

と
八
つ
の
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
に

分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
歳
出
の

合
計
は
五
十
九
億
七
千
九
百
万
円
。
住
み

よ
い
町
づ
く
り
に
向
け
て
効
率
的
な
運
営

に
努
め
て
き
ま
し
た
。

平
成
十
四
年
度
決
算
の
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
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◆
負
債
は
、
固
定
負
債
の
地
方
債
と
流
動
負
債

の
翌
年
度
償
還
予
定
額
に
区
分
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
合
わ
せ
る
と
地
方
債
未
償
還
額
は
四

十
三
億
九
百
二
十
三
万
円
と
な
り
ま
す
。

町
で
は
、
よ
り
的
確
な
財
産
分
析
を
行
い
、

財
政
安
定
に
つ
と
め
、
健
全
な
財
政
運
営
を
図

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
件
費
や
施
設
の
維
持
費
な
ど
の
経

常
経
費
が
、
町
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
の
経
常

収
入
に
占
め
る
割
合
を
示
す
経
常
収
支
比
率
が

七
九
・
九
％
（
前
年
度
七
九
・
六
％
）、
公
債
比

率
が
一
一
・
七
％
（
前
年
度
一
二
・
七
％
）、
起

債
制
限
比
率
（
三
箇
年
平
均
）
三
・
四
％
（
前

年
度
五
・
四
％
）、
繰
上
償
還
費
を
除
く
公
債
費

負
担
比
率
十
三
・
二
％
（
前
年
度
十
四
・
六
％
）、

財
政
力
指
数
（
三
箇
年
平
均
）
○
・
二
三
七

（
前
年
度
○
・
二
三
三
）
と
な
っ
て
お
り
、
財
政

に
か
か
る
指
数
等
が
か
な
り
改
善
さ
れ
て
い
ま

す
。
で
も
、
財
政
構
造
は
、
依
存
財
源
が
大
き

な
比
率
を
占
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
消
費
的
経

費
の
節
減
を
図
り
、
今
後
益
々
効
率
的
な
財
政

運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
町
が
保
有
す
る
資

産
・
負
債
な
ど
の
状
況
を
総
括
的
に
表
し
た
も

の
で
す
。
歳
入
歳
出
と
い
う
単
年
度
の
収
支
状

況
に
加
え
、
今
ま
で
整
備
さ
れ
た
資
産
構
成
や

負
債
と
資
産
の
比
率
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

◆
平
成
十
四
年
度
末
の
普
通
会
計
総
資
産
は
、

百
五
十
五
億
五
千
二
百
六
万
四
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
一
方
、
負
債
は
五
十
億
三
千
十

三
万
円
で
資
産
か
ら
負
債
を
差
し
引
い
た
正

味
資
産
は
、
百
五
億
二
千
百
九
十
三
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

◆
資
産
の
中
で
土
地
、
建
物
を
中
心
と
し
た
有

形
固
定
資
産
が
百
四
十
一
億
二
百
八
十
一
万

円
で
、
そ
の
う
ち
、
土
地
は
二
十
五
億
一
千

三
百
四
十
四
万
円
で
す
。

総
資
産
は
百
五
十
五
億
五
千
二
百
六
万
円

町
の
正
味
資
産
は
百
五
億
円

借　　　　　方

【資産の部】
１．有形固定資産

（うち土地
�総務費
�民生費
�衛生費
�労働費
�農林水産業費
�商工費
�土木費
�消防費
�教育費
�その他

２．投資等
�投資及び出資金
�貸付金
�その他多目的基金等

３．流動資産
�財政･減債基金及び繰越金
�未収金

資産合計

141億0,281万円
25億1,344万円）
27億2,001万円
19億5,488万円
8億8,799万円

805万円
31億1,997万円

7,601万円
37億2,794万円

4,265万円
15億2,570万円

3,962万円
5億2,754万円
1億4,067万円

7,137万円
3億1,550万円
9億2,172万円
9億0,552万円

1,620万円

155億5,206万円

借　　　　　方

【負債の部】
１．固定負債

地方債
退職給与引当金

２．流動負債
翌年度償還予定額

【正味資産の部】
１．国庫支出金
２．県支出金
３．一般財源等

負債・正味資産合計

50億3,013万円
47億3,913万円
40億1,823万円
7億2,090万円
2億9,100万円
2億9,100万円

105億2,193万円
10億2,165万円
15億6,985万円
79億3,043万円

155億5,206万円

◎
固
定
資
産

施
設
の
建
設
や
大
規
模
な
改
修
工

事
な
ど
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
長
期

に
使
用
す
る
資
産
。
取
得
価
額
に

よ
り
減
価
償
却
費
を
差
し
引
い
て

い
る
。

◎
投

資

等

出
資
金
、
貸
付
金
、
使
用
目
的
が

限
定
さ
れ
て
い
る
基
金
残
高
。

◎
流
動
資
金

１
年
以
内
に
回
収
ま
た
は
現
金
化

が
可
能
で
、
使
用
目
的
が
限
定
さ

れ
て
い
な
い
資
金
。

◎
固
定
負
債

１
年
以
上
経
過
し
て
か
ら
支
払
を

要
す
る
負
債
。

◎
流
動
負
債

１
年
以
内
に
支
払
を
要
す
る
負

債
。

◎
正
味
資
産

資
産
の
う
ち
、
国
・
県
か
ら
の
補

助
金
や
税
金
等
を
財
源
と
す
る
も

の
。
民
間
企
業
の
「
資
本
」
に
相

当
す
る
が
、
実
質
的
に
は
社
会
資

本
形
成
の
負
担
額
で
あ
る
。

《
用
語
解
説
》

FF 町のバランスシート　EE
（平成15年３月31日現在）

農業集落排水事業
歳入　5,215万1千円
歳出　5,215万1千円

葹田地区の工事等を行いました。

国民健康保険事業
歳入　5億8,975万6千円
歳出　4億4,950万3千円

国保・被保険者の方々の医療費です。

特別会計
企業会計決算状況

介護認定事業
歳入　5,163万7千円
歳出　3,542万2千円

南秋８町村による介護認定事務を行
います。

介護保険事業
歳入　3億7,451万2千円
歳出　3億6,383万1千円

介護費用の支払い業務を行います。

介護サービス事業
歳入　2億5,624万6千円
歳出　2億5,624万6千円

介護サービス利用委託費です。

老人保健事業
歳入　7億1,788万2千円
歳出　7億1,442万4千円

70歳以上（老保対象者）の方々の医
療費です。

水道事業
歳入　1億4,028万8千円
歳出　1億2,923万2千円

生活用水の供給を行っています。

下水道事業
歳入　3億7,351万円
歳出　3億7,346万2千円

下水道整備工事費です。

井川町診療所
歳入　1億8,696万1千円
歳出　1億8,696万1千円

診療及び運営維持費です。

町
税
の
構
成
比�

一般会計決算額（歳出額）の推移�

町
民
一
人
あ
た
り
歳
出
額�

町
税
一
人
あ
た
り
負
担
額�

町民税個人�
1億302万円�
23％�

町民税法人�
2,532万2千円�
5.7％�

固定資産税�
2億5.746万6千円�
57.7％�

たばこ税�
5,001万7千円�
　　　　11.2％�

軽自動車税�
1,061万円　2.4％�

町　　　税……………………21,112円�

　　　個　　人……………………16,947�
　　　法　　人…………………… 4,165�

固定資産税……………………42,353円�

　　　土　　地……………………11,428�
　　　家　　屋……………………20,961�
　　　償却資産…………………… 9,694�
　　　納　付　金…………………… 270�

軽自動車税…………………… 1,745円�

た　ば　こ　税…………………… 8,228円�

（人口：平成15年3月31日6,079人）�

〜
７
万
３
、４
３
８
円
〜�

〜
５
５
万
１
、５
１
９
円
〜�

教育費�
53,740円�

民生費�
82,280円�

総務費�
92,915円�

土木費�
66,188円�

公債費�
112,992円�

衛生費�
33,909円�

農林水産業費�
47,892円�

消防費�
22,715円�

商工費�
580円�

議会費�
14,521円�

労働費�
358円�

災害復旧費�
23,429円�

平成5年度�

50�

45�

40�

35�

30

（　）は、その年度に実施した主な事業�

　36億8,936万円�
　有線放送事業�（老人福祉センター建設）�

　40億3,493万円�
　国花苑整備、最終処分場整備�（井川さくら駅、有線放送事業）�

　38億8,057万円�
（井川さくら駅整備）�

　34億9,518万円�
（さくら駅宅地分譲）�

　39億4,769万円�
（こどもセンター建設）�

　36億3,519万円�
（健康センター建設）�

　47億9,583万円�
（特別養護老人ホーム建設）�

　34億8,727万円�
（給食センター改修）�

　30億7,351万円�
　浜井川・東部地区�（圃場整備　　　　）�

　33億5,268万円�
（地域イントラネット事業）�

6年度� 7年度� 8年度� 9年度� 10年度� 11年度� 12年度� 13年度� 14年度�

（億円）�
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て
お
り
ま
す
。

な
お
、
町
営
住
宅
の
戸
数
は
全
部
で
九

五
戸
と
な
り
、
全
戸
入
居
し
て
い
る
状
況

で
す
。

東
京
両
国
国
技
館
で
行
わ
れ
た
第
七
回

わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会
、
岩
手
県
で
開

催
さ
れ
た
東
北
学
童
相
撲
大
会
に
当
町
小

学
生
が
出
場
し
、
東
北
大
会
で
は
、
伊
藤

勝
貴
君
が
ベ
ス
ト
八
の
成
績
を
収
め
て
お

り
ま
す
。

名
古
屋
市
で
行
わ
れ
た
剛
柔
会
全
国
空

手
道
大
会
は
、
浅
野
高
馬
君
が
ベ
ス
ト
八

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

中
学
生
に
お
い
て
は
、
東
北
柔
道
大
会

個
人
の
部
で
菅
生
瑞
穂
さ
ん
が
第
三
位
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
東
北
相
撲
大
会
で
は
、

個
人
の
部
で
伊
藤
将
明
君
が
準
優
勝
し
ま

し
た
。
東
北
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は

男
女
と
も
に
準
優
勝
し
、
全
国
大
会
で
も

男
女
と
も
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出

し
、
男
子
は
第
三
位
、
女
子
は
ベ
ス
ト
八

と
い
う
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
て
お
り
ま

す
。今

年
の
本
町
の
児
童
、
生
徒
の
活
躍
は

め
ざ
ま
し
く
、
子
ど
も
た
ち
の
自
信
に
つ

な
が
る
と
と
も
に
、
町
民
に
も
明
る
い
話

題
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

し
、
可
能
な
限
り
早
い
時
期
に
環
境
影
響

調
査
業
務
に
着
手
す
る
こ
と
な
ど
を
協
議

し
て
い
ま
す
。

今
年
で
四
回
目
を
迎
え
た
桜
の
森
彫
刻

コ
ン
ク
ー
ル
は
、
国
内
外
か
ら
応
募
の
あ

っ
た
二
０
六
点
の
中
か
ら
、
大
賞
に
は
兵

庫
県
夢
前
町

松
本
薫
さ
ん
の
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ

ｅ
―
９
０
度
「
風
の
予
感
」、
優
秀
賞
に

は
神
奈
川
県
藤
沢
市
　
安
藤
泉
さ
ん
の

「
井
川
ゴ
リ
山
」、
三
重
県
桑
名
市

吉
村

寿
夫
さ
ん
の
「
Ｒ
Ｅ
Ｌ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
―

有
＆
無
」
の
二
点
、
準
賞
は
、
京
都
府
宇

治
田
原
町
　
信
ヶ
原
良
和
さ
ん
の
「
水
の

光
景
２
０
０
３
」、
新
潟
県
上
越
市
　
阿

部
靖
子
さ
ん
の
「
花
の
雫
」、
山
口
県
美

東
町
　
濱
野
邦
昭
さ
ん
の
「
春
は
桜
を
、

桜
は
春
を
」、
岐
阜
県
垂
井
町

中
岡
慎
太

郎
さ
ん
の
「
Ｆ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｙ
―
桜
」
神
奈

川
県
厚
木
市

原
透
さ
ん
の
「
時
間
軸
―

Ｖ
―
」
の
合
わ
せ
て
八
点
の
入
賞
が
決
ま

り
ま
し
た
。
な
お
、
一
般
公
開
入
場
者
の

投
票
に
よ
る
町
民
賞
の
選
定
で
は
、
投
票

総
数
一
六
五
票
中
、
五
五
票
を
獲
得
し
た

中
岡
慎
太
郎
さ
ん
の
「
Ｆ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｙ
―

桜
」
に
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

来
春
三
月
を
目
途
に
制
作
者
と
協
議
し

な
が
ら
国
花
苑
内
設
置
を
進
め
る
こ
と
に

し
て
お
り
ま
す
。

新
築
の
町
営
住
宅
、
小
今
戸
団
地
六
戸
、

天
神
団
地
五
戸
の
入
居
募
集
に
は
、
合
わ

せ
て
十
八
名
の
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し

た
。
入
居
審
査
を
経
て
、
八
月
二
十
二
日

ま
で
に
全
戸
が
入
居
を
完
了
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
街
道
団
地
の
二
戸
に
つ
い
て

は
、
町
外
の
二
名
の
方
の
入
居
が
決
定
し

適
期
刈
り
取
り
の
判
断
を
誤
ら
な
い
よ

う
、
良
質
米
の
生
産
に
向
け
て
指
導
を
徹

底
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

転
作
面
積
の
達
成
率
は
一
○
○
・
八
％

で
、
作
物
別
の
内
訳
は
、
振
興
作
物
の
大

豆
、
そ
ば
等
の
一
般
作
物
が
前
年
よ
り
四

○
㌶
以
上
増
え
て
二
○
九
㌶
と
な
り
、
転

作
面
積
全
体
の
約
六
○
％
を
占
め
ま
す
。

う
ち
団
地
化
率
も
昨
年
よ
り
一
七
％
増

え
、
面
積
で
二
四
㌶
多
い
一
五
七
㌶
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
次
い
で
野
菜
が
一
八
㌶
、

調
整
水
田
お
よ
び
自
己
保
全
等
が
一
三
三

㌶
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
農
業
用
廃
プ
ラ
、
廃
ビ
ニ
ー
ル

等
処
理
推
進
委
員
会
を
解
散
し
、
事
務
作

業
も
含
め
て
Ｊ
Ａ
あ
き
た
湖
東
に
移
管
す

る
こ
と
と
な
り
、
五
町
廃
プ
ラ
等
適
正
処

理
協
議
会
を
設
立
し
、
回
収
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

今
後
の
合
併
に
関
す
る
検
討
や
新
町
の

将
来
構
想
の
ベ
ー
ス
と
な
る
「
ま
ち
づ
く

り
構
想
案
」
等
に
対
し
、
よ
り
多
く
の

方
々
か
ら
意
見
や
提
言
を
い
た
だ
く
た

め
、
八
月
六
日
、「
五
城
目
町
・
八
郎
潟

町
・
井
川
町
任
意
合
併
協
議
会
」
を
設
立
、

県
か
ら
「
合
併
重
点
支
援
地
域
」
の
指
定

を
受
け
ま
し
た
。

第
二
回
目
の
協
議
会
で
は
、「
ま
ち
づ

く
り
構
想
案
」
や
「
合
併
協
定
基
本
五
項

目
」（
合
併
の
方
式
、
合
併
の
期
日
、
新

町
の
名
称
、
新
町
の
事
務
所
の
位
置
、
財

産
の
取
り
扱
い
）
に
つ
い
て
協
議
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
事
務
的
に
は
、
事
務
事
業
や
例

規
、
電
算
事
務
の
一
元
化
を
図
る
た
め
、

具
体
的
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
計
画
で
は
、
十
月
下
旬
の
「
法

定
合
併
協
議
会
」
の
設
立
を
め
ざ
し
て
お

り
ま
す
が
、
本
町
で
は
十
月
中
旬
に
各
町

内
に
対
す
る
説
明
会
を
再
度
開
催
す
る
と

と
も
に
、
十
八
歳
以
上
の
町
民
を
対
象
に

合
併
に
つ
い
て
賛
否
を
問
う
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

男
鹿
・
南
秋
地
域
の
将
来
に
お
け
る
廃

棄
物
処
理
は
、
広
域
化
が
望
ま
し
い
と
し

な
が
ら
も
、
早
急
に
施
設
整
備
を
図
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
七
月
十
七
日
、
湖

南
三
町
を
除
く
男
鹿
南
秋
六
市
町
村
で
、

新
た
な
枠
組
み
に
よ
る
広
域
施
設
整
備
を

図
る
た
め
、
八
郎
湖
周
辺
六
市
町
村
廃
棄

物
対
策
協
議
会
を
設
立
し
、
建
設
場
所
の

決
定
を
最
優
先
に
検
討
す
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。
建
設
候
補
地
に
男
鹿
市
の
用

地
も
含
め
て
再
度
比
較
検
討
す
る
こ
と
と

水
稲
の
生
育
状
況
は
、
田
植
え
後
初
期

は
順
調
な
生
育
で
し
た
が
、
六
月
下
旬
か

ら
の
天
候
不
順
に
よ
り
生
育
が
急
激
に
停

滞
し
、
低
温
障
害
や
日
照
不
足
に
よ
る
減

収
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
農
業
総
合
指

導
セ
ン
タ
ー
の
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
早

生
種
、
晩
生
種
等
品
種
間
の
格
差
は
な
く

若
干
の
被
害
籾
は
確
認
で
き
る
も
の
の
、

不
稔
障
害
に
よ
っ
て
大
き
な
減
収
に
つ
な

が
る
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
も
の
と
予

想
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
日
照
不
足

等
に
よ
っ
て
登
熟
が
進
ん
で
い
な
い
た

め
、
ま
だ
楽
観
で
き
な
い
状
況
で
あ
り
、

収
穫
ま
で
の
管
理
に
つ
い
て
指
導
の
徹
底

を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

病
害
虫
の
発
生
状
況
は
、
葉
イ
モ
チ
病

が
前
年
の
二
倍
近
い
発
生
量
で
穂
首
イ
モ

チ
へ
の
移
行
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

三
回
目
の
空
散
に
よ
る
防
除
の
他
、
地
上

防
除
に
つ
い
て
も
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
カ
メ
ム
シ
対
策
に
つ
い
て
は
全

県
的
に
平
年
と
比
べ
多
い
発
生
量
で
あ
り

ま
す
。
管
内
で
の
発
生
密
度
も
高
い
こ
と

か
ら
、
イ
モ
チ
病
の
防
除
と
合
わ
せ
、
個

人
防
除
に
関
す
る
指
導
を
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

刈
り
取
り
時
期
の
目
安
は
、
今
月
末
か

ら
来
月
に
ず
れ
込
む
も
の
と
予
想
さ
れ
ま

す
が
、
圃
場
ご
と
に
生
育
格
差
が
大
き
く
、

議　　�
　　会�
議　　�
　　会�

９月定例会�
■教育委員会委員に小玉昭夫さん（寺沢）
が再任されました。10月１日付けで任命
され、町の教育行政のためご尽力いただ
きます。

■一般会計に86,293千円を追加し、予算総
額を28億9,460万円としました。

補正の主なものは、
○庁舎屋根等改修工事費　　　　　　　　　　　　　　 275万円　
○定住促進センター温水器改修工事費　　　　　　　　 651万円
○日本国花苑遊歩道等改修事業費　　　　　　　　　12,284千円
○町道舗装・新設改良、維持費　　　　　　　　　　23,698千円
○町営住宅改修費　　　　　　　　　　　　　　　　 4,408千円
○第６分団機械器具置き場移転改築事業費　　　　　11,187千円
○海老沢分館建設等地区集会施設整備事業費　　　　19,385千円
■国民健康保険井川町診療所特別会計に156万円を追加し、総額
で2億606万円としました。
補正の主なものは、睡眠時無呼吸症候群患者の診察に要する機
器の購入や使用料等です。

■介護保険事業特別会計に2,039千円を追加し、総額を4億863万
9千円としました。
補正の内訳は、介護給付費県負担金の返還金です。

■水道事業会計の営業費用に29万円、建設改良費に2,988千円を
追加しました。

◆町単独事業町道大倉小泉線改良工事
落札／4,630,500円　　業者／（有）三嶽建設

◆公営住宅整備事業
・小今戸団地　落札／2,205,000円　　業者／（有）森田緑化
・天神団地　　落札／1,875,000円　　業者／伊藤造園土木
◆教育委員会関連工事
・小学校改修工事　落札／7,108,500円　　業者／伊藤建設
・中学校改修工事　落札／1,974,000円　　業者／イトウ工務店
・町民体育館駐車場整備工事

落札／4,578,000円　　業者／㈲三嶽建設
・歴史民俗資料館外部改修工事

落札／2,625,000円　　業者／昭塗装企業
・泉岳地区集会所下水切替工事

落札／1,648,500円　　業者／㈲湖東製作所
◆公民館分館建設工事
・寺沢分館　落札／11,781,000円　　業者／㈲畠山建設工業
・上村分館　落札／11,529,000円　　業者／建設業森本
・新間分館　落札／12,862,500円　　業者／半田建設

農
作
物
の
生
育
状
況

町
営
住
宅
の
入
居
状
況
に
つ
い
て

一
般
廃
棄
物
の
広
域
処
理
に
つ
い
て

第
四
回
桜
の
森
彫
刻
コ
ン
ク
ー
ル

審
査
結
果
に
つ
い
て

小
・
中
学
校
の
東
北
大
会
及
び

全
国
大
会
の
結
果
に
つ
い
て

五
城
目
町
、
八
郎
潟
町
と
の

合
併
に
つ
い
て

行
政
報
告
要
旨

可決された主な案件

公共工事の発注状況

９月定例町議会が９月９日から17日までの会期で開かれました。
９日の本会議では、町長の行政報告の後、２議員の一般質問が行わ
れました。
町から出された議案は、平成14年度各会計の決算認定や15年度
補正予算、教育委員の選任など20議案が提出され、原案どおり承認、
可決されました。
町長の行政報告や可決した案件の中から主なものを紹介します。
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食
材
供
給
部
門
は
、
主
に
日
本
国
花
苑
利
用
者
の

方
々
を
対
象
に
軽
食
を
提
供
し
ま
す
。
定
着
し
て
き
た

そ
ば
に
付
加
価
値
を
つ
け
販
売
し
た
り
、
基
幹
作
物
の

米
を
使
っ
た
お
に
ぎ
り
な
ど
を
販
売
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

ス
ペ
ー
ス
は
四
十
三
、
七
平
方
メ
ー
ト
ル
。
調
理
や

配
膳
、
加
工
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
国
花
苑
利
用
者
の
方
々
か
ら
も
利
用
し
て
も

ら
え
る
よ
う
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
公
衆
ト
イ
レ
を
併
設

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

直
売
所
は
、
日
本
国
花
苑
正
面
を
入
っ
て
左
側
駐
車

場
、
町
道
旧
坂
本
井
内
線
沿
い
に
建
て
ら
れ
ま
す
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
屋
建
て
で
、床
面
積
は
一
０
０
、

六
二
平
方
メ
ー
ト
ル
、
工
事
費
は
一
千
二
百
五
十
七
万

九
千
円
。
総
事
業
費
は
一
千
三
百
八
万
三
千
円
で
す
。

施
設
は
直
売
部
門
と
食
材
供
給
部
門
と
に
分
け
ら
れ

ま
す
。

直
売
部
門
は
、
町
の
農
業
生
産
振
興
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
消
費
者
に
新
鮮
で
安
全
な
農
産
物
を
安
価
で

供
給
し
ま
す
。
農
家
の
生
産
意
欲
向
上
と
農
家
所
得
の

向
上
に
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

ス
ペ
ー
ス
は
、
直
売
所
と
し
て
三
十
一
平
方
メ
ー
ト

ル
。
地
元
産
の
野
菜
や
花
卉
、
果
樹
、
漬
け
物
、
染
め

物
や
菓
子
類
の
販
売
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
地
域
の
活
性
化
や
農
業
生
産
の
振
興

を
目
的
と
し
た
直
売
所
は
増
え
て
い
き
、
私
た
ち
の
周

り
に
も
そ
の
販
売
額
を
誇
る
施
設
ま
で
出
て
き
て
い
ま

す
。
今
、
新
た
な
販
売
・
流
通
形
態
と
し
て
注
目
を
集

め
る
中
、
井
川
町
に
も
そ
う
い
う
施
設
の
要
望
が
高
ま

っ
て
い
ま
し
た
。

町
で
は
町
の
農
林
水
産
物
や
特
産
品
の
生
産
振
興

と
、
新
鮮
で
安
全
な
農
産
物
に
付
加
価
値
を
付
け
、
井

川
の
農
産
物
と
し
て
広
く
町
内
外
に
販
売
し
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

か
ね
て
よ
り
計
画
を
進
め
て
い
た
農
産
物
等
直
売
所

（
井
川
町
農
林
水
産
物
直
売
・
食
材
供
給
施
設
）
の
建

設
工
事
が
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
し
た
。

建
設
場
所
は
日
本
国
花
苑
地
内
、
正
面
入
り
口
左
側

駐
車
場
（
町
道
旧
坂
本
井
内
線
沿
い
）
で
す
。
完
成
は

平
成
十
五
年
十
一
月
中
旬
、
十
二
月
に
は
オ
ー
プ
ン
の

予
定
で
す
。

井
川
町
の
農
産
物
や
特
産
品
販
売
の
拠
点
と
な
る
直

売
所
は
ど
ん
な
建
物
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
、
概
要
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

最
近
、
野
菜
を
中
心
と
し
た
生
産
者
自
ら
が
販
売
す

る
農
産
物
直
売
所
が
増
え
て
い
ま
す
。

農
家
と
し
て
は
、自
家
消
費
の
た
め
の
野
菜
作
り
が
、

出
来
が
良
か
っ
た
り
、
大
量
に
生
産
し
て
し
ま
い
消
費

し
き
れ
な
か
っ
た
り
す
る
と
、
近
所
の
非
農
家
や
親
戚

知
人
に
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

消
費
者
と
し
て
は
、
適
期
に
収
穫
さ
れ
た
も
の
で
な

く
商
品
価
値
ば
か
り
を
追
求
し
た
野
菜
を
購
入
す
る
よ

り
は
、
新
鮮
で
安
全
な
し
か
も
安
価
の
も
の
を
求
め
て

い
ま
し
た
。

総
事
業
費
一
千
三
百
万
円

国
花
苑
を
散
策
し
た
ら
こ
こ
で
一
休
み

増
え
る
農
産
物
直
売
所

安
全
な
野
菜
を
求
め
る
消
費
者

南側立面図
（正面）

井川町農産物直売・食材供給施設平面図

―
―
　

直
売
所
建
設
始
ま
る
　

―
―�

ほ
ぼ
一
週
間
遅
れ
で
本
格
化
し

た
稲
の
刈
取
り
作
業
だ
が
、
果
た

し
て
作
柄
は
ど
う
な
る
か
？
「
予

想
通
り
平
年
作
だ
」
と
の
声
が
あ

る
一
方
で
「
い
や
、
相
当
の
減
収
。

稲
熱
病
も
あ
り
、
作
況
調
査
と
は

大
違
い
」
と
聞
こ
え
て
く
る
声
も

バ
ラ
バ
ラ
だ
。
低
温
、
日
照
不

足
・
多
雨
と
気
象
条
件
は
例
年
と

は
大
違
い
で
、
九
月
中
旬
の
坪
刈

り
調
査
の
結
果
は
圃
場
に
よ
る
バ

ラ
つ
き
が
目
立
っ
た
。
こ
れ
を
受

け
た
農
業
総
合
指
導
セ
ン
タ
ー
運

営
委
員
会
は
▽
こ
の
地
区
の
平
年

作
と
い
う
作
況
調
査
は
適
正
な
も

の
か
▽
雨
で
航
空
防
除
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
が
遅
れ
た
が
影
響
は
な
か

っ
た
か
―
―
な
ど
、
疑
問
が
呈
さ

れ
た
。
稲
作
の
優
れ
た
技
術
、
加

え
て
、
品
種
改
良
、
農
薬
、
肥
料

等
の
進
歩
は
著
し
い
が
、
一
年
一

作
の
稲
作
は
や
は
り
〝
お
て
ん
と

う
様
次
第
〞
と
の
想
い
を
深
く
し

た
。
刈
取
り
作
業
直
前
の
好
天
で

ど
こ
ま
で
持
ち
直
す
か
、
期
待
を

か
け
た
い
。

話
は
飛
ぶ
が
、
八
月
の
初
め
か

ら
十
日
間
程
、
平
均
気
温
37
度
の

熱
波
が
フ
ラ
ン
ス
全
土
を
襲
っ
た
。

こ
の
異
常
高
温
で
一
万
人
以
上
の

犠
牲
者
が
出
た
と
い
う
。
犠
牲
者

の
大
半
は
一
人
暮
ら
し
、
入
院
中
、

老
人
ホ
ー
ム
で
生
活
す
る
老
人
た

ち
だ
っ
た
。
パ
リ
周
辺
を
中
心
に

相
当
数
の
遺
体
が
冷
凍
室
に
今
も

残
さ
れ
た
ま
ま
で
、
葬
儀
屋
の

「
家
族
を
一
人
暮
ら
し
の
ま
ま
放
っ

た
ら
か
し
。
埋
葬
さ
え
す
る
気
も

な
い
」
と
家
族
の
崩
壊
を
嘆
く
映

像
に
身
の
毛
立
つ
想
い
が
し
た
。

行
政
の
対
応
も
バ
カ
ン
ス
中
で
遅

れ
た
こ
と
が
、
被
害
を
殊
更
大
き

く
し
た
よ
う
だ
。
他
国
の
こ
と
と

は
言
え
、
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
孤

独
な
老
人
た
ち
の
姿
に
自
ら
の
足

元
を
再
確
認
す
る
必
要
を
迫
ら
れ

た
ニ
ュ
ー
ス
だ
っ
た
。

悲
観
的
に
過
ぎ
る
か
も
知
れ
な

い
が
、
い
ず
れ
、
日
本
で
も
将
来

的
に
は
家
族
の
絆
が
薄
れ
、
似
た

よ
う
な
事
件
が
発
生
す
る
の
で
は

な
い
か
と
の
想
い
だ
。
経
済
効
率

を
優
先
す
る
社
会
で
は
そ
の
ひ
ず

み
は
い
ず
れ
一
部
に
し
わ
寄
せ
さ

れ
る
こ
と
は
必
然
だ
。
家
族
を
含

め
自
己
責
任
や
自
立
の
強
調
が
過

ぎ
れ
ば
、
絆
は
断
た
れ
、
窮
地
に

追
い
や
ら
れ
る
層
も
発
生
す
る
。

そ
の
大
半
が
高
齢
者
層
だ
ろ
う
。

農
業
が
相
対
的
に
経
済
的
地
位
を

低
下
さ
せ
、
地
方
か
ら
都
市
へ
と

人
口
が
流
出
し
た
現
象
が
同
じ
様

に
人
間
関
係
に
も
及
ぶ
の
で
は
な

い
か
。
熱
波
も
低
温
も
過
ぎ
た
る

は
及
ば
ざ
る
が
ご
と
し
だ
が
、
こ

の
国
の
異
端
の
改
革
者
は
効
率
以

外
の
こ
と
に
は
関
心
が
無
い
ら
し

い
。
自
衛
の
た
め
に
自
ら
の
足
元

を
一
人
一
人
が
見
直
し
た
い
。

町
長
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百
歳
以
上
三
人

町
の
九
十
歳
以
上
の
方
は
七
十
三

名
。
そ
の
う
ち
百
歳
以
上
の
方
は
女

性
三
名
で
す
。

最
高
年
齢
者
は
、
上
村
町
内
の
高

橋
ト
メ
さ
ん
（
百
四
歳
）
で
、
た
だ

今
検
査
入
院
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

通
常
の
日
常
会
話
が
で
き
る
ほ
ど
元

気
で
す
。
つ
い
で
八
幡
町
内
の
石
井

キ
ヨ
さ
ん
（
百
一
歳
）
で
す
。
血
圧

が
少
々
高
い
く
ら
い
で
、
こ
れ
と
い

っ
た
病
気
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
百

歳
に
な
ら
れ
た
二
田
ク
ラ
さ
ん
は
寺

沢
町
内
出
身
で
さ
く
ら
苑
で
生
活
し

て
い
ま
す
。
敬
老
式
に
は
、
残
念
な

が
ら
出
席
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
三

人
と
も
顔
の
色
つ
や
も
良
く
、
元
気

で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

町
の
長
寿
ベ
ス
ト
14

町
内
名

氏
　
　
名
　
　
年
齢

１
上
　
村
　
高
　
橋
　
ト
　
メ
　
104

２
八
　
幡
　
石
　
井
　
キ
　
ヨ
　
101

３
綱
木
沢
　
二
　
田
　
ク
　
ラ
　
100

４
仲
　
台
　
武
　
塙
　
ク
　
ニ
　
98

５
綱
木
沢
　
佐
　
藤
　
カ
　
ツ
　
98

６
綱
木
沢
　
古
　
行
　
セ
　
ツ
　
97

７
小
　
泉
　
伊
　
藤
　
勝
　
雄
　
97

８
田
　
中
　
渡
　
部
　
コ
　
ヨ
　
97

９
小
　
泉
　
渡
　
部
　
カ
ツ
エ
　
96

10
田
　
中
　
遠
　
間
　
キ
　
ノ
　
96

11
羽
　
立
　
伊
　
藤
　
嘉
一
郎
　
96

12
今
　
戸
　
浅
　
野
　
ミ
　
エ
　
96

13
井
　
内
　
菅
　
生
　
周
　
蔵
　
96

14
羽
　
立
　
鈴
　
木
　
信
之
助
　
96

金
婚
を
祝
う
会
も
同
時
開
催

今
年
の
敬
老
式
で
は
、
昨
年
ま
で

開
催
日
を
改
め
て
行
っ
て
い
た
金
婚

を
お
祝
い
す
る
会
も
一
緒
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

金
婚
を
祝
う
会
は
、
結
婚
五
十
年

以
上
、
ご
夫
婦
そ
ろ
っ
て
七
十
歳
以

上
の
方
を
対
象
に
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
か
ら
は
結
婚
五
十
年
以

上
の
方
で
あ
れ
ば
、
本
人
の
年
齢
に

関
係
な
く
金
婚
を
祝
う
会
に
参
加
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
者
は
二
十
五
組
で
当
日
出
席
し

た
十
組
の
方
は
、
敬
老
式
出
席
者
を

前
に
少
し
照
れ
な
が
ら
も
、
緊
張
し

た
面
も
ち
で
、
町
長
か
ら
記
念
品
を

受
け
て
い
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
町
内
ご
と

の
席
に
着
く
と
、
周
り
の
方
々
か
ら

お
祝
い
の
言
葉
を
か
け
ら
れ
、
祝
福

を
受
け
て
い
ま
し
た
。
半
世
紀
も
の

間
、
苦
楽
を
と
も
に
し
て
き
た
パ
ー

ト
ナ
ー
同
志
一
層
仲
良
く
、
い
つ
ま

で
も
元
気
で
い
て
下
さ
い
。

案
内
漏
れ
を
深
く
陳
謝

な
お
町
で
は
、
今
年
か
ら
本
人
の

年
齢
を
問
わ
ず
、
本
来
の
金
婚
（
結

婚
後
五
十
年
）
を
重
視
し
た
こ
と
に

よ
り
、
昭
和
六
年
生
ま
れ
の
方
々
に

対
し
案
内
が
漏
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

町
で
は
、
九
月
二
十
八
日
、
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
対
象
者

の
方
々
を
お
招
き
し
、
改
め
て
金
婚

を
祝
う
会
を
行
い
ま
し
た
。
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金婚を祝う会に参加された皆さん

9月28日、農村環境改善センターにて

笑顔が長生きの
秘訣です

ご夫婦おそろいで
おめでごうございます
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、
井
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民
体
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以
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は
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、
八
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六
十
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、
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が
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に
、
こ
の
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に
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黙
祷
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捧
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は
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に
、
こ
の
一
年
間
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
黙
祷
を
捧
げ
、
冥
福

、
冥
福

を
祈
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
米
寿
（
八
十
八
歳
・
対
象
者
二
十
九
名

を
祈
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
米
寿
（
八
十
八
歳
・
対
象
者
二
十
九
名
、
参
加

、
参
加

者
七
名

者
七
名
）、
傘
寿
（
八
十
歳
・
対
象
者
四
十
六
名
、
参
加
者
五
名

、
傘
寿
（
八
十
歳
・
対
象
者
四
十
六
名
、
参
加
者
五
名
）、
喜
寿
（
七

、
喜
寿
（
七

十
七
歳
・
対
象
者
六
十
名
、
参
加
者
二
十
四
名

十
七
歳
・
対
象
者
六
十
名
、
参
加
者
二
十
四
名
）、
そ
し
て
今
年
度
は
敬
老

、
そ
し
て
今
年
度
は
敬
老

式
と
一
緒
に
行
わ
れ
た
金
婚
祝
い
の
方
々
（
十
組
）
に
記
念
品
が
贈

式
と
一
緒
に
行
わ
れ
た
金
婚
祝
い
の
方
々
（
十
組
）
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

ら
れ
ま

し
た
。

し
た
。�

　
式
典
で
斎
藤
町
長
は
、

　
式
典
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藤
町
長
は
、「
現
在
町
内
に
は
、
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十
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以
上
の
方
が
百
四
十

現
在
町
内
に
は
、
八
十
歳
以
上
の
方
が
百
四
十

九
名
、
百
歳
以
上
の
方
も
三
名
い
て
、
長
寿
が
珍
し
く
は
な
く
な
っ

九
名
、
百
歳
以
上
の
方
も
三
名
い
て
、
長
寿
が
珍
し
く
は
な
く
な
っ
て
き
て

て
き
て

い
る
。
今
三
町
合
併
を
模
索
中
だ
が
、
新
し
い
町
に
な
っ
て
も
皆
さ

い
る
。
今
三
町
合
併
を
模
索
中
だ
が
、
新
し
い
町
に
な
っ
て
も
皆
さ
ん
が
こ

ん
が
こ

れ
ま
で
培
っ
て
き
た
知
恵
や
経
験
を
生
か
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
健

れ
ま
で
培
っ
て
き
た
知
恵
や
経
験
を
生
か
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
健
康
で
元

康
で
元

気
が
一
番
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
町
が
進
め
て
き
た
健
康
づ
く
り
を
益

気
が
一
番
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
町
が
進
め
て
き
た
健
康
づ
く
り
を
益
々
押
し

々
押
し

進
め
て
い
き
た
い
。

進
め
て
い
き
た
い
。『
長
寿
で
良
か
っ
た

長
寿
で
良
か
っ
た
』『
楽
し
い
な
』
と
思
え
る
老
後
の

楽
し
い
な
』
と
思
え
る
老
後
の

生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い

生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
。」
と
、
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
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と
、
あ
い
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つ
し
ま
し
た
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ま
た
、
田
口
秋
田
福
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事
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所
長
が
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今
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は
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え
る
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が
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十
二
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る
。
そ
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と
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二
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る
。
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中
央
部
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と
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う
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と
は
、
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述
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を
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た
伊
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さ
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井
川
小
二
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し
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伊
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（
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都
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中
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で
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な
』
と
思
え
る
老
後
の

生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
。」
と
、
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
田
口
秋
田
福
祉
事
務
所
長
が
「
今
年
県
内
に
は
百
歳
を
迎
え
る
方

が
三
十
二
名
い
る
。
そ
れ
も
県
中
央
部
に
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
お
米
と
水

が
良
い
か
ら
と
も
い
え
る
と
思
う
。」
と
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。�

　
そ
の
後
、
敬
老
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
の
表
彰
が
あ
り
、
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
伊
藤
茉
梨
奈
さ
ん
（
井
川
小
二
年
）、
渡
部
景
都
さ
ん
（
井
川
中

二
年
）
が
作
文
を
発
表
し
ま
し
た
。�

　
最
後
に
、
出
席
者
を
代
表
し
て
新
間
町
内
の
高
橋
正
志
さ
ん
が
お
礼
の
言

葉
を
述
べ
、
昼
食
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
の
園
児

に
よ
る
歌
や
踊
り
な
ど
が
披
露
さ
れ
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。�
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■とき：10月４日(土) 午前６時30分
■内容：奥入瀬約10㎞のトレッキング
荒天のときは十和田湖周辺の散策予定

■とき：10月８日(水) 午前10時
■会場：井川町公民館
■講師：辻　久視氏
■演題：「子をもってはじめて知る親の心」

■とき：10月19日(日) 午前９時開会式
■会場：町民体育館
■スタート：３㌔ペアコース　９時30分

５㌔コース　　　10時10分
10㌔コース　　 10時20分

■申込〆切：10月10日(金)

■とき：10月22日(水)
■集合：井川町公民館
■内容：町内史跡・施設巡り
■講師：齋藤　肇　氏

■とき：11月１日(土)、２日(日)
■会場：井川町役場､公民館､健康センター
■作品受付：10月31日(金) 午前９時～午後３時
詳細については後日パンフレットでお知らせ
します。

★井川高齢大学(院) 10月23日(木）
★手 話 講 座 10月７日､21日 (火)
★３Ｂ体操講座 10月1日､15日 (水)
★絵手紙講座 10月2日､16 日(木)
★英会話教室 ７日･14日･21日･28日(火）
★シュリーンのクッキング教室 10月15日(水）
★お茶を楽しむ会 10月28日(火）

公民館だより�

TEL（874）4422　　有線4443

のいい顔 み～つけた！街

10月の公民館行事

インフルエンザの定期予防接種は、10月１日から来年１
月31日までのあいだ、県内の登録医療機関において一部公
費負担の補助による接種ができます。
発病予防のため、なるべく今年中に接種することをおすす

めします。
【対　　象】
◆65歳以上の方
◆60歳以上65歳未満の方で心臓やじん臓、または呼吸器の
機能障害、ヒト免疫不全ウィルスによる免疫の機能障害を
有する方（身体障害者手帳１級程度の方）

【実施期間】
◆平成15年10月１日～平成16年１月31日まで
【接種料金】

接種料金は医療機関によってそれぞれ異なります。
◆町の公費負担金：どの医療機関で接種しても1,500円
◆自己負担金：接種医療機関と町の公費負担金との差額
※生活保護受給者は無料です。
【持参するもの】

健康保険証、疾患を証明するもの（身体障害者手帳等）、
生活保護受給を証明する書類（町の生保担当者へ請求して
ください）

［予防接種を受けることが適当でない人］
・明らかに発熱のある人（37.5℃以
上）・重い急性疾患にかかっている
人・以前にインフルエンザ予防接種によってアナフィラキ
シー（ひどいアレルギー反応）けいれん等の異常のあった
人・その他医師が不適当と判断した人

［予防接種に際し、医師と相談が必要な人］
・心臓病、じん臓病、肝臓病や血液、その他慢性の病気で
治療を受けている人・以前にインフルエンザ予防接種を受
けたとき、２日以内に発熱、発疹、じんましんなどアレル
ギーを思わす症状がでた人・免疫異常を指摘されたことの
ある人・インフルエンザ予防接種の成分、鶏卵、鶏肉、その
他鶏由来のアレルギーのある人

［接種後の一般的な注意事項］
・予防接種後30分は急な副反応に備え医療機関で様子を
みること・副反応の多くは接種後24時間以内に出現しま
すので、特にこの間は体調に注意を払うこと・接種当日は
過激な運動や大量の飲酒は避けること

‖問い合わせ先‖
健康課（井川町健康センター）

電話 ８７４－３３００・有線 ４４５５

を
行
っ
て
町
民
の
意
見
を
お
聞
き
し

て
い
ま
し
た
が
、
湖
東
三
町
合
併
に

向
け
て
経
緯
や
協
議
内
容
、
状
況
な

ど
を
説
明
し
、
再
度
町
民
の
方
々
の

意
見
を
聞
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
並
び
に
合
併
に

関
す
る
座
談
会
を
左
記
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

開
催
日
は
十
月
十
四
日
か
ら
十
九

日
ま
で
の
六
日
間
、
各
町
内
ご
と
に
、

地
域
の
集
会
所
等
で
行
い
ま
す
。
気

軽
に
自
由
に
あ
な
た
の
意
見
を
お
聞

か
せ
下
さ
い
。

井
川
町
で
は
、
そ
う
し
た
町
民
の

方
々
の
意
向
を
尊
重
し
な
が
ら
十
月

末
に
設
立
が
予
定
さ
れ
て
い
る
法
定

合
併
協
議
会
に
臨
む
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

井
川
町
、
五
城
目
町
、
八
郎
潟
町

に
よ
る
湖
東
三
町
の
合
併
に
向
け
て
、

話
し
合
い
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

四
月
十
八
日
合
併
懇
談
会
設
立
、

八
月
六
日
任
意
合
併
協
議
会
発
足
を

経
て
、
協
議
会
、
幹
事
会
、
専
門
部

会
、
分
科
会
な
ど
で
協
議
・
調
査
・

検
討
が
重
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

井
川
町
で
は
、
町
村
合
併
に
関
し

て
座
談
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど

高齢者のみなさんへ

インフルエンザの予防接種を受けましょう8

市町村合併座談会開催日�

町　内　名�

海老沢�

今　戸�

坂　本�

さくら�

中下村�

横　岡�

田　中�

小今戸�

上　村�

街　道�

小竹花�

八　幡�

大　倉�

新屋敷�

羽　立�

宇治木�

大野地�

保野子�

綱木沢�

大　台�

小　泉�

大　麦�

館　岡�

葹　田�

赤　沢�

井　内�

新　間�

寺　沢�

仲　台�

会　　　場�

海　老　沢　分　館�

今戸コミュニティセンター�

坂　　本　　分　　館�

さ　く　ら　分　館�

中　下　村　分　館�

横　岡　児　童　館�

田　　中　　分　　館�

小　今　戸　分　館�

会長　伊藤八郎　宅�

街　　道　　分　　館�

小　竹　花　分　館�

八　　幡　　分　　館�

大　　倉　　分　　館�

新　屋　敷　分　館�

浜　井　川　地　区　集　会　所�

宇　治　木　分　館�

大　野　地　分　館�

保　野　子　分　館�

綱木沢生活改善センター�

大台生活改善センター�

小　　泉　　分　　館�

大　　麦　　分　　館�

館　　岡　　分　　館�

葹　　田　　分　　館�

赤　　沢　　分　　館�

井　　内　　分　　館�

泉　岳　地　区　集　会　所�

寺　　沢　　分　　館�

仲　　台　　分　　館�

開会時間�

PM7:00�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

PM7:00�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

PM7:00�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

PM7:00�

〃�

〃�

〃�

〃�

PM7:00�

〃�

〃�

〃�

〃�

PM7:00

開催月日�

10月14日�
（火）�

10月15日�
（水）�

10月16日�
（木）�

10月17日�
（金）�

10月18日�
（土）�

10月19日�
（日）�

あ
な
た
の
お
考
え
は
!?

町村合併�

開
　

催
し
ま
す�

キッズ＆町民トレッキング
― 紅葉の奥入瀬を歩こう ―

家庭教育学級

アップルマラソン

いきいき女性セミナー

町民文化祭

教室・講座
ほ
め
ら
れ
る
の
は
子
ど
も
に
と
っ

て
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
ほ
め
ら
れ

る
と
、

○
ほ
め
て
く
れ
た
人
へ
の
親
し
み
と

好
意
が
生
ま
れ
ま
す
。

○
自
分
自
身
に
自
信
を
つ
け
、
そ
れ

は
誇
り
に
発
展
し
ま
す
。

幼
い
子
ど
も
の
頃
か
ら
人
間
と
し

て
の
誇
り
、
自
分
は
役
に
立
つ
人
間

で
あ
る
と
い
う
自
負
心
は
大
切
に
育

て
て
い
き
た
い
も
の
。
ほ
め
ら
れ
、

認
め
ら
れ
る
と
、
自
分
も
み
ん
な
の

役
に
立
ち
、
誰
か
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ほ
め
る
こ
と

あなたの体力・運動能力年齢を測定しま
す。
開催日：10月13日(月) …体育の日
時　間：13：00～15：00
場　所：井川町民体育館
対　象：20歳～79歳までの健康な男女
内　容：①力強さ　②柔軟性　③持久力　④俊敏性

⑤跳躍力　※65歳以上の方は①～③と平衡感覚
参加料：無　料
その他：保健婦による健康調査も行います。

○運動のできる服装で来てください。
○運動靴（内用・外用）も忘れずに！

家族みんなでいい汗流しリフレッシュ
開催日：10月13日(月) …体育の日
時　間：９：30～16：00
場　所：井川町民体育館
内　容：トランポリン・ミニテニス・ユニカール・

バドミントン…etc.
その他：室内用運動靴をお持ちください。

☆体育の日に“体力測定”！☆
──参加協力者 大募集──

☆ 町民体育館“無料開放”！☆
──ニュースポーツ体験──
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私のこけし見てね

コミュニティセンターでは、地域学習会として、

こけしの絵付けを行いました。講師には鷺舞工房の

三浦節子さんをお迎えし、子供から大人まで３４人

が思い思いのこけしづくりに励みました。

出来上がったこけしは、町の産業文化祭に出品す

ることにしています。

９/20

お兄ちゃん大好き！

五城目高校の生徒１０人（男子９名、女子１名）

が保育ボランティアとして子どもセンターを訪れ

ました。

これは、学業活動として行われたもので、午前

９時から午後５時まで３日間来所し、午前中は子

どもたちと一緒になって遊戯やボール遊びをして

交流しました。午後は窓拭きや草取りなど園舎の

清掃をしました。

子どもたちはお兄さんに「高い高い」をしても

らったり、お姉さんと歌をうたったりと大変なは

しゃぎようでした。

高校生たちも上手に相手をし、照れながら「疲

れるっス」 明日も子どもたちに「今日はお兄ち

ゃんたち来ないの？」と聞かれそうです。

９/17～19

個別指導で生活習慣見直し

町では国の指針に沿って、検診結果で

要治療や要医療ではないけれど、生活習

慣病の誘因となる血圧や糖尿などが、正

常範囲外の数値の方に個別指導を行って

います。

高コレステロールの方の対象は今年で

２回目、昨年は半数以上の方に改善が見

られたそうで、この後６カ月間に渡って

採血や問診、食事指導など詳細に指導が

行われます。

医療を受ける前に、こうした健康教育

は大変ありがたく、対象者は真剣に自分

の体と向き合っていくことになります。

９/11～13

「すざきばし」開通

浜井川地区圃場整備事業の一環として

進められていた小今戸と新屋敷地区をつ

なぐ橋が完成しました。名前は「すざき

ばし」。長さ４５ｍ、幅（車道幅）６ｍの

小さな橋ですが、小今戸町内、特に新町

営住宅に入居された方々にとっては、さ

くら駅や湖東農免へのアクセスが便利に

なりました。

また、橋の近くには「洲崎遺跡」もあ

って、身近に関心を寄せることができそ

うです。

スローライフで輝いて

～全町女性のつどい～

町の婦人団体が一堂に集い、地域づくりや

活動の方向を見いだそうとする全町女性のつ

どいが今年は、食生活、運動、介護の面から

これまでの生活を見直そうと１３０人が参加

して話し合いや事例発表が行われました。「食

と健康」は町保健師山崎タエ子さん、「健康と

運動」は町体育指導委員長の伊藤隆さん、「介

護」については翠香苑支援相談員の白川雅之

さんがそれぞれ話題を提供し、分科会に入り

ました。

６団体によるアトラクションでは、趣向を

凝らしたステージ発表で参加した皆さんリフ

レッシュしたようでした。

９/15

長寿おめでとう

明治３６年５月５日生まれの二田クラさん

（さくら苑）が１００歳の誕生日を迎えられ、

苑や町・県から祝福をうけていましたが、こ

の度老人の日にあたり、内閣総理大臣から記

念品とともにお祝いをいただきました。二田

さんはさくら苑で生活していますが、薬を飲

むこともなくミキサー食を全部食べてお元気

なようす。いつまでも長生きして下さい。

９/15

軽い運動で心も身体もリフレッシュいっぱい、いっぱい遊んだヨ

おやつはなぁ～に

6ヶ月間の指導がはじまりました

〝サビ〟のでない鉄骨が使われました

ネェ、ネェ、高い高いして

地域の人たちも楽しんで参加です

実の娘さんだと話していることがわかります

優　勝　鎌田　良子
第２位　鎌田　チヨ
第３位　遠藤　栄作

４年生の部
50m背泳ぎ
第１位　伊藤　知代
100m個人メドレー
第２位　伊藤　知代

第６回全町グランドゴルフ大会

団体　優勝　井川スポ少
個人　３年生以下の部

第３位　工藤　綾
４年生の部
優　勝　齋藤　拳斗
第２位　西方　　航
第３位　畠山　涼太
５年生の部
優　勝　安田　　鯨

第11回南秋学童相撲新人大会

団体　第３位　井川体協

個人　準優勝　二田　満

第33回県スポ相撲競技大会

第26回秋田県
スポーツ少年団水泳交流大会

スポーツ
の

結果です

９/14

【バスケットボール】
男子　準優勝
女子　優　勝

【卓球】 団体　第３位
【バレーボール】 第３位
【柔道】
団体　男子　第３位

女子　第３位
個人　１年男子
48kg級　第３位　菅生貴志
〃　 第３位　白川晃司
60kg級　第３位　伊藤優貴
２年生までの男子

55kg級　第３位　石井翔馬　
73kg級　準優勝　鷲谷啓太
〃　　第３位　小林　匠
〃　　第３位　石井裕人

90kg級　準優勝　小林将平
女子

44kg級　第３位　三戸春奈
48kg級　第３位　畠山陽子
63kg級　優　勝　石山みさと

南秋田郡中学校秋季体育大会

９/20～21

団体
小学生形の部
第２位　井川スポ少　
小学校組手の部
優　勝　井川スポ少
中学校組手の部
第２位　井川スポ少

個人　形の部
幼年　優　勝　鷲谷皆人

第３位　菅生大志
３・４年男子形の部

優　勝　伊藤優也
５・６年女子形の部

優　勝　菅生亜希
組手の部
１・２年男子　第２位　湊　豪実

女子　第３位　児玉莉奈
３・４年男子　第２位　齋藤崇徳

女子　第３位　三浦千紘
５・６年男子　第２位　浅野金浩

女子　第２位　菅生愛理
中学生　男子　第２位　小林　匠

第20回秋田県空手道少年錬成大会

９/14

８/30

９/13

９/14
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三校園PTA連絡協議会では、研修会を開催し
ます。今年は、子育てについての講座を企画し
ました。子育てについて、ヒントとなるお話が
聞ける良い機会ですので、皆さんのおいでをお
待ちしています。
■日　時 11月８日（土）

午後２時～午後４時
■会　場 井川町公民館（農村環境改善センター）
■講　話 「地域活動を通して思うこと」
■講　師 西明寺小学校PTA会長

秋田県議会議員
元サラダハウス代表

門　脇　光　浩 氏
■主　催 井川町三校園PTA連絡協議会
■後　援 井川町教育委員会

井川町公民館
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◎毎月自動的に引き落とされる「口座振替」が便利です。
忙しくて、ついつい納付を忘れてしまう…そんなときは、「口座振替」を

ご利用ください。毎月、金融機関などの窓口に行く手間が省け、口座から自
動的に引き落とされるので、納め忘れがなく便利です。
手続きは【・国民年金の納付案内書・預貯金通帳・通帳に使用している届

出印】を預貯金口座のある金融機関の窓口へご持参ください。

◎便利でお得な「前納制度」をご利用ください。
国民年金には、将来の一定期間の保険料を、一括して収めることのできる

「前納制度」があります。前納しますと、納め忘れの心配がなくなり、保険
料が割引されますので、大変お得です。
10月は後期前納の時期（15年10月～16年３月）になります。毎月納付書

で納められている方はお手持ちの後期分前納納付書にて、お近くの金融機
関・郵便局等で納付願います。なお、納付書を紛失してしまった方は、最寄
りの社会保険事務所で再交付を受けることができます。

納付期限は10月31日です。ぜひご検討ください。

◎希望する月からも前納できます！
希望する月から年度末（３月）までや毎年４月からの１年前納などもあり

ます。

※上の表は、申し込んだ月から平成16年３月分までを納付する場合の金額です。

前納する月分

前納額

割引額

12ヶ月分

156,700

2,830円

６ヶ月分

79,150

650円

５ヶ月分

66,070

430円

４ヶ月分

52,940

260円

３ヶ月分

39,770

130円

２ヶ月分

26,560

40円

１ヶ月分

13,300

0円

～

～

～

搬　入　場　所�

大台生活改善センター前�

三　浦　美　作　さ　ん　宅　前�

斎藤祐治さん宅前町道 �

コミュニティセンター前�

大　山　材　木　前�

町　民　体　育　館　駐　車　場�
�

役　場　北　側　駐　車　場�

浜井川地区集会所前�

浜井川踏切脇(さくら団地北側)�

小　今　戸　公　民　館　前�

今　戸　グ　ラ　ウ　ン　ド�

ＪＡカントリー駐車場 

受　付　時　間�

午前7時00分～7時10分�

午前7時15分～7時25分�

午前7時35分～7時45分�

午前7時35分～7時45分�

午前7時55分～8時05分�

午前8時15分～8時30分�
�

午前8時40分～8時55分�

午前9時05分～9時20分�

午前9時30分～9時40分�

午前9時45分～9時55分�

午前10時05分～10時15分�

午前10時25分～10時35分�

収集対象町内�

収集日程�

※収集対象町内を指定しておりますが、搬入場所はいずれの場所でも受付します。�

10
　

月
　

25
　

日
（
土
）�

大台�

井内・仲台�

綱木沢・赤沢�

大麦・寺沢・葹田・館岡�

宇治木・小泉・新間�

八幡・大倉・保野子・上村�

坂本・大野地・横岡�

街道・小竹花・中下村�

田中・羽立�

新屋敷・さくら�

小今戸�

今戸�

海老沢�

燃えない
粗大ごみを
収集します。

収集手数料　５００円

◇収集対象品目と収集手数料

バイク、スチール製机、石油ボイラー、
石油ホームタンク、等 大型のもの

収集手数料　１００円

小型石油ストーブ、ガステーブル、自転車、
三輪車、乳母車、扇風機等 小型のもの

◆テレビ・冷蔵庫・エアコン・洗濯機は、
収集しませんのでご注意ください。

◆衣類用のハンガーは無料で収集しま
す。

◆農機具・古タイヤ・バッテリーは受け
付けしません。

◆高齢者の方など、搬送できない方はご
連絡ください。

◆収集日以外でも、清掃センターにて受
付します。（要電話連絡）
問い合わせ先
役場町民課　　（有）４４４１
清掃センター　（有）３６００

ご
み

ご
み

研
修

研
修

相
談

相
談

年
金

年
金

募
集

募
集

☆日　時 11月１日�～２日�
☆会　場 井川町公民館・役場・健康センター
10月31日――出品物受付：

産業祭部門（食品加工除く）：受付
―今戸コミセン、役場、葹田コミセンの３ヵ所

食品加工：受付―役場
文化祭部門：受付―公民館
福祉展部門：受付―健康センター

☆と　き 10月11日（土）
☆ところ 湖東総合病院
☆内　容
10時　JA特産物即売、出店（焼き鳥、焼きそば、トン汁等）

チャリティーバザー・健康相談・展示コーナー
11時　記念講演

「子供の健康を考える」
～小児医療の現状と子どもをとりまく環境について～
湖東総合病院
小児科科長　武　田　修　氏

12時　アトラクション
井川子どもセンター５歳児による
「よさこいソーラン節」等

13時　特別演奏会
～五城目第一中学校吹奏楽部～

出品をお待ちしています
第40回産業祭
第32回文化祭

子育てを考える
三校園PTA講話会

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

納
め
忘
れ
防
止
に
「
口
座
振
替
」
や
「
前
納
」

を
お
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め
し
ま
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時
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員
募
集

〜
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー

「
国
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政
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週
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10
月
20
日
〜
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日

行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望
を
受
け
付
け
ま
す

行
政
相
談
所
開
設

祭祭

湖東総合病院

病病病病　　　　院院院院　　　　祭祭祭祭
未来を担う子供たちへ
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今月のお知らせ�

３日(金)

４日(土)

５日(日)

７日(火)

14日(火)

15日(水)

16日(木)

19日(日)

22日(水)

25日(土)

31日(金)

11月
１日(土)

２日(日)

10月の�
子どもセンターいもほり

町民トレッキング

中学校「井中祭」

小学校稲刈り

町村合併座談会（～19日）

井川町老人スポーツ大会

小学校３・４年なべっこ遠足

第18回井川町アップルマラソン

・中学校ボランティア＆なべっこ遠足
・さくらっこ交流会
・小学校学習発表会

不燃性粗大ごみ収集日

産業・文化祭出品物の搬入・受付

・井川町産業・文化祭
・子どもセンター土曜参観日

歌と踊りの集い（9：30～公民館）

テレフォンカードが当たる

広報クイズ №148

◆今月の問題
(1)平成14年度井川町一般会計歳入・歳出
額はいくらでしたか。

(2)９月定例町議会の会期はいつからいつ
まででしたか。

(3)今年の敬老式対象者は何人でしたか。
また何人出席しましたか。

◆応募の方法
ハガキに答､住所､氏名､年齢､世帯主名を記
入してください。
◆あて先
〒018-1596 井川町北川尻字海老沢樋ノ口78-1
井川町役場　情報課　広報係
◆しめきり
10月20日（当日消印有効）
正解者の中から抽選で５人の方にテレフ

ォンカードをプレゼントします。
前回の答えは、�８月６日、10月末

�男子３位、女子ベスト８　�一回目でし
た。
伊藤幸恵（昭和町）菅生誠子（大倉）外

木希久代（神奈川県）鎌田京子（羽立）松
田悟（新屋敷）さんにテレフォンカードを
お送りします。
たくさんの応募をお待ちしています。

健康相談・母子健康手帳交付・わいわい広場�

・健診の時は問診票、母子健康手帳、バスタオルをお忘れなく。�
・７カ月児は､離乳食指導がありますので､１時までに受付を済ませて下さい｡�

健　診　名�月　　日� 内　　　　　　　　容� 時間・会場�

健　康　相　談�骨密度測定、健康、栄養に関する相談等�

母　子　健　康�
手　帳　交　付�

わ　い　わ　い�
広　　　場�

母子健康手帳・妊婦健康診査受診票交付�
保健指導、栄養指導�

乳幼児と親等が対象。みんなで遊び、情報�
交換。相談（栄養、歯科）もできます。�

月　　日�

すくすく学級・乳児健診�
健　診　名� 対　　象　　者� 内　　　容� 受付・会場�

す　く　す　く�
学　　　級�

乳　児　健　診�

平成15年７月生まれ�

平成14年12月・10月、�
平成15年6月・3月生まれ�

離乳について（試食）�
神経芽細胞腫の説明�

身体計測、保健指導�
内科診察、栄養指導�

９：30～９：45�
健康センター�

13：00～13：30�
健康センター�

10月14日�
(火)

10月６日�
20日�
(月)

９：00～�
　17：00�
�
健康センター�
�
�
９：00～�
　17：00

１期初回　14年10月1日～15年6月30日生�
　　　　　及び7歳半未満で未実施児�
１期追加　１期初回（３回）終了後１年半�
　　　　　経た児、及び７歳半未満で未実�
　　　　　施児�

10月９日�
(木)�

11月６日�
(木)

診　療　所�
13：30～�
　14：00

三種混合予防接種�
会　　場�受付時間�対　　　象　　　者�月　　日�

保健だより●10月分

――――――――――――――――――――
井川町役場　�018-874-4411
――――――――――――――――――――
ＵＲＬ　http://www.town.ikawa.akita.jp/
――――――――――――――――――――
E-mail jouhou@town.ikawa.akita.jp
――――――――――――――――――――

架空団体名を名乗って、譲渡債権の

回収やアダルトサイト利用料名目で身

に覚えのない支払いを請求された、そ

んな相談が急増しています。

・手紙などの郵便物や電報は、受け取

り拒否または廃棄や無視をする。

・電話などの場合は、毅然とした態度

で拒否する。

・相手に絶対連絡しない。連絡すると

それを足がかりに脅されたり、しつ

こく請求してくる。

・相手は「取り立てに行く」と脅して

きますが、取り立てに来ることはあ

りません。

・警察に届ける。

（県内相談受理件数は246件）

相談は、

県民警察安全相談センター

TEL    ８６４－９１１０

五城目警察署

TEL ７１６－２５２0

５月１日から施行された健康増進法
に関連し、「職場における喫煙対策の
ガイドライン」が策定されました。
職場における喫煙に関して問題とな

るのは、非喫煙者の受動喫煙（自らの
意志とは関係なく、環境中のたばこの
煙を吸入する事）であり、健康への影
響があるだけではなく、不快感、スト
レス等も与えることが指摘されていま
す。
本ガイドラインは、職場における受

動喫煙の防止のために講ずべき原則的
な措置を定めたものです。
職場における適切な喫煙対策の方法

としては、全面禁煙及び空間分煙があ

り、このうち空間分煙は、一定の要件
を満たす喫煙室または喫煙コーナーの
設置であり、旧ガイドラインで認めら
れていた時間分煙は認められないこと
になりました。
また、空気清浄装置は、ガス状成分

を除去できないという問題点があるこ
とから、喫煙室にはたばこの煙が拡散
する前に吸引して屋外に排出する方式
が推奨されています。
職場では、経営者や管理者、労働者

が協力して取り組むことが重要です。
詳しくは
秋田労働局安全衛生課

TEL ８６２－６６８３

井川町防犯協会（会長　伊藤力）で
は、教育委員会に防犯ブザー40個を
寄贈し、子どもたちの安全に役立てて
もらうことにしました。
これは、近頃子どもたちが突然連れ

去られたりする事件が発生しているこ
とや10月は全国地域安全運動が行わ
れることなどから、危険な状態になっ
たら活用できるように贈られたもので
す。教育委員会では、女子中学生に配
布し、登下校や部活動の帰りに役立て
てもらうことにしています。

◆架空債務の請求で金を
だまし取る手口に要注意！

職場における喫煙対策の
ガイドラインについて

◆防犯ブザー贈る

ぼくたちむしばなかったよ

1歳6ヶ月児健診・２歳児歯科検診でむし歯のな
かった子どもたちです。

柴田挙真ちゃん

（街道・1歳6ヶ月）

牧野優斗ちゃん

（さくら・1歳6ヶ月）

沢井　冴ちゃん

（羽立・1歳6ヶ月）

湊あやかちゃん

（街道・1歳6ヶ月）

渡辺瑠菜ちゃん

（街道・1歳6ヶ月）

斎藤萌子ちゃん

（赤沢・2歳）

澤石隼哉ちゃん

（井内・2歳）

遠藤琉星ちゃん

（さくら・2歳）

伊藤夢璃ちゃん

（田中・2歳）

尾留川優ちゃん

（羽立・2歳）

高橋鉄真ちゃん

（寺沢・2歳）

小玉響介ちゃん

（街道・2歳）

小野　諒ちゃん

（羽立・2歳）

多くの企業は、将来に向けた変革糸口を模索しています。自らの経営力が試
されている時代、そのカギを握るのは経営者自身の企業を変えようとする「強
固な意志」です。
今こそ、経営者が「何をすべきか」を考え、企業の体質変革・強化のための

行動をおこすことが必要です。
自分だけで変革に取り組むには自信がないなど、産業構造の変化に対応でき

ずに苦しんでいる方のために商工会では下記の内容で講座を開設します。
●テ ー マ 「激変する経済環境に対する経営の見直し」
●開催日時 平成15年10月27日�・11月19日�・11月20日�

３日間とも14：00～18：00
●開催会場 若美町商工会館　講習会室
●開催内容 第１日目（10月27日）

14:00～15:00 講習（経営革新の意義とポイント）
15:00～15:45 経営革新事例紹介
15:45～16:30 意見交換会（講師・先進経験者とのフリーディスカッション）
16:30～18:00 経営革新ガイドラインの解説

第２日目（11月19日）
14:00～15:00 アイディアシートの解説
15:00～17:00 アイディアシートの作成
17:00～17:30 アイディアシートの修正ポイントの解説
17:30～18:00 修正アイディアシートの作成

第３日目（11月20日）
14:00～16:30 ビジネスプラン個別相談会
16:30～17:30 意見交換会（講師を含む参加者全員）
17:30～18:00 総評

●受 講 料 無料・秘密厳守
●お申し込み・お問い合わせ 井川町商工会（TEL８７４－２３０５）

中小企業の経営者の皆様へ

経 営 革 新 講 座 開 催

汚れた蛍光灯は清掃を
�東北電気保安協会
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門間貴史さん（羽立）
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教育の本質とは

伊　藤　　　暢 （上　村）

みんなのひろば

家
族
や
自
分
以
外
の
人
へ
の
思
い
や
り

を
学
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
子
ど
も
を
教
育
す
る
場
は
学

校
・
家
庭
だ
け
で
な
く
、
地
域
も
ま
た

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
子
育

て
の
中
心
は
地
域
の
人
々
で
あ
り
、
子

ど
も
は
地
域
の
中
を
自
由
に
行
き
来
し
、

色
々
な
年
齢
、
職
業
の
人
々
と
触
れ
合

い
、
人
間
と
し
て
の
生
き
方
を
学
ん
で

き
た
の
で
あ
る
。

長
い
間
、
学
業
成
績
が
第
一
と
い
う

考
え
方
に
片
寄
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の

生
き
る
力
、
社
会
的
に
自
立
す
る
力
を

養
う
事
が
お
ざ
な
り
に
さ
れ
て
き
た
今

日
、
子
ど
も
に
嫌
い
な
こ
と
や
辛
い
こ

と
か
ら
逃
げ
な
い
で
、
絶
え
る
心
、
そ

し
て
乗
り
越
え
る
力
な
ど
、
最
低
限
の

生
き
る
力
を
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
肝
心

で
な
か
ろ
う
か
。

中
で
、
教
育
を
取
り
巻
く
環
境
も
変
化

し
、
人
々
が
教
育
に
期
待
す
る
内
容
も

多
様
化
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

中
で
、
学
校
完
全
週
５
日
制
を
始
め
、

総
合
的
な
学
習
を
含
め
た
新
学
習
指
導

要
項
が
実
施
さ
れ
て
、
１
年
余
り
が
過

ぎ
た
。

ど
ん
な
教
育
改
革
が
行
わ
れ
よ
う
と
、

教
育
の
本
質
は
変
わ
ら
な
い
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
た
だ
、
時
代
の
流
れ
に
よ

っ
て
あ
た
か
も
そ
の
本
質
ま
で
が
、
変

わ
っ
た
よ
う
な
錯
覚
を
起
こ
し
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
子
ど
も

が
生
ま
れ
た
時
の
最
初
の
教
師
は
、
親

で
あ
る
。
し
か
も
学
校
教
育
は
、
一
定

期
間
の
限
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
家
庭
は

一
生
続
く
も
の
で
あ
る
。
家
庭
教
育
こ

そ
が
教
育
の
本
質
で
あ
り
、
基
本
的
生

活
習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
、
家
庭
の
一

員
と
し
て
の
役
割
を
も
た
せ
る
こ
と
で
、

長
女
の
中
学
校
入
学
と
同
時
に
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
役
員
に
推
さ
れ
、
３
年
間
や
り
終

え
、
一
安
心
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
お
も

い
が
け
ず
本
年
度
は
、
会
長
を
引
き
受

け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
員
、

諸
先
生
、
そ
し
て
町
の
関
係
者
の
協
力

で
、
頼
り
な
い
船
頭
で
も
何
と
か
今
日

ま
で
経
過
し
て
い
る
。

さ
て
、
高
度
情
報
化
、
少
子
・
高
齢

化
な
ど
社
会
情
勢
が
急
速
に
進
展
す
る

このコーナーは、毎週水
曜日、有線放送の夜の定時
放送で放送されます。ひと
くち英会話のテキストとし
てご利用ください。
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Conversation#2　会　話�

�

Sarah : What are doing on Friday night, Karen?�

カレン、金曜日の夜は何をする予定なの？�

Karen: I don
,
t have anything planned.  Why?�

特に予定はないわ。なぜ？�

Sarah: Well, there is this new Julie Roberts 
movie I want to see.Would you be 
interested in going?�

見たいと思っていたジュリア・ロバーツの新作映
画があるの。一緒に行かない？�

Karen : Sure, I would love to. I like her movies. 
Maybe we can try that new Italain 
restaurant, , before we go to 
the movie.�

うん、いこう。彼女の映画は好きだわ。それから
映画へ行く前に「ビバ・イタリア」という新しい
イタリア料理の店に行かない。�

Sarah : Great idea. I love Italain food. How 
about I pick you up at 6:00pm?�

いいわね。私はイタリア料理大好き。6時にあな
たを迎えにいくのはどう？。�

Karen : Okay, great! See you then.�

いいわ。じゃ、その時ね。�

�

�
�

※invitation……招待�
（インビテーション）　　　　�

Viva Italra

栄
た
る
名
残
り
の
こ
れ
る
港
町
渋
き
瓦
の
土
蔵
に
見
入
る

傘
寿
と
う
鳩
杖
賜
わ
り
金
婚
の
式
に
も
加
わ
り
生
涯
の
慶
び

モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
は
蛇
口
の
水
を
は
ね
返
し
色
鮮
や
か
に
食
卓
に
載
る

被
害
な
く
台
風
去
り
て
一
安
心
各
地
の
状
況
心
痛
む
も

肺
を
病
み
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
に
母
吹
き
し
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
音
耳
に
残
れ
り

冷
夏
と
の
予
報
聞
く
た
び
凶
作
の
不
安
つ
の
り
て
稲
田
見
廻
る

オ
ニ
ヤ
ン
マ
ふ
た
つ
孟
蘭
盆
を
部
屋
に
飛
ぶ
父
母
の
霊
か
と
親
し
み
て
を
り

お
月
見
に
供
う
る
薄
を
採
り
ゆ
か
ん
畑
の
帰
り
を
遠
ま
わ
り
し
て

う
ろ
こ
雲
映
る
川
面
に
波
よ
せ
て
軽
鴨
岸
辺
を
浮
き
つ
沈
み
つ

天
体
の
神
秘
な
ド
ラ
マ
に
魅
せ
ら
れ
て
月
と
火
星
は
接
近
を
せ
り

漬
物
の
得
意
な
姑は

は

を
思
い
出
す
紫
の
濃
き
茄
子
漬
け
食
め
ば

梅
雨
あ
け
の
な
き
ま
ま
秋
の
迫
り
き
て
農
家
の
夢
は
裂
か
れ
ん
と
す
る

山
の
端
に
間
遠
に
揚
が
る
花
火
見
ゆ
思
え
ば
今
年
の
初
花
火
な
り

児
玉
千
代
子

渡
部
　
廣
治

鈴
木
　
鉱
造

工
藤
　
美
穂

遠
藤
美
恵
子

小
林
　
タ
ミ

斎
藤
　
眞
人

小
林
　
喜
作

伊
藤
ミ
ヤ
子

渡
部
　
光
造

伊
藤
　
陽
子

伊
藤
千
代
美

す
ず
き
い
さ
む

井川短歌会詠草

レ
ス
リ
ン
グ
は
基
本
的
に
は
押
さ
え

込
み
が
勝
ち
に
つ
な
が
っ
て
い
き
、
10

ポ
イ
ン
ト
差
が
つ
く
と
勝
敗
が
決
ま
る
。

門
間
君
は
柔
道
で
培
っ
た
投
げ
技
が
得

意
だ
と
い
う
。

県
内
に
は
、
レ
ス
リ
ン
グ
部
の
あ
る

高
校
が
年
々
減
っ
て
い
て
、
４
校
し
か

な
く
な
っ
た
が
、
全
国
的
に
レ
ベ
ル
は

高
く
、
昨
年
も
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
団
体
３

位
、
個
人
で
４
人
が
入
賞
し
た
。
今
年

は
結
果
を
残
せ
な
か
っ
た
が
、
新
人
戦

で
優
勝
し
、
全
国
の
舞
台
と
な
る
選
抜

で
が
ん
ば
り
た
い
と
い
う
。
秋
商
の
レ

ス
リ
ン
グ
部
は
伝
統
の
常
勝
チ
ー
ム
。

井
川
出
身
の
先
輩
達
も
活
躍
し
て
き
た
。

視
野
は
全
国
に
あ
る
よ
う
だ
。

「
練
習
き
つ
い
？
」「
一
番
き
つ
い
の

は
減
量
で
す
」
そ
う
い
え
ば
幼
い
頃
大

き
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
の
に
、

小
柄
な
体
つ
き
で
、
ベ
ス
ト
は
58
キ
ロ
、

試
合
前
２
週
間
で
８
キ
ロ
減
量
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。「
少
し
ず
つ
減
量
し
て

い
く
と
、
体
力
を
保
て
な
い
の
で
、
一

気
に
減
量
す
る
ん
で
す
。」
厳
し
い
現
実

が
あ
っ
た
。
が
ん
ば
っ
て
！

レ
ス
リ
ン
グ
の
団
体
戦
は
７
人
。
軽

量
級
の
門
間
君
は
切
り
込
み
隊
長
と
し

て
「
後
の
み
ん
な
に
つ
な
が
る
試
合
を

し
て
こ
い
。」
と
監
督
に
檄
を
飛
ば
さ
れ

て
リ
ン
グ
に
あ
が
る
。

中
学
校
時
代
、
柔
道
で
活
躍
し
、
全

県
第
３
位
に
ま
で
な
っ
た
こ
と
の
あ
る

門
間
君
が
レ
ス
リ
ン
グ
に
転
向
し
た
き

っ
か
け
は
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
だ

っ
た
。
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
る
選
手
達
の

活
躍
を
見
て
、
憧
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
。

佐藤有華さん（羽立）
デザイナーになりた
い。

藤田真衣さん（田中）
保母さんになって小
さい子供のめんどう
をみたい。

伊
藤
明
日
香

あ

す

か

ち
ゃ
ん
（
一
歳
）

父
・
和
弘
さ
ん

今
　
戸（
母
・
千
恵
子
さ
ん
）

いつもいたずらばかりして困ら
せているのに、この笑顔にだま
されています！
知らない人にも愛想をふりまく
なんて世渡り上手かも!?
これからも元気いっぱいに育っ
てネ

三浦智佳子さん（さくら）
保母さんになって、
小さい子どもとたく
さん遊びたい。

佐藤　涼さん（羽立）
プロ野球選手になっ
て年ぽうで家族に楽
をさせたい。

小武海主計さん（街道）
プロ野球選手になっ
て、家族に楽をさせ
たい。


